
 

 

 

 

報 道 機 関 各 位 

令和８年（2026年）２月６日（金）10時 00分配付 

 

タイトル 「令和７年度（2025年度） 北海道福祉のまちづくり展」の開催について 

配付資料 「北海道福祉のまちづくり条例」の概要 

内容 

（目的・趣旨） 

道では、すべての道民が等しく自由に行動し、様々な分野に社会参加をしていく

機会を等しく持つことができるよう、その基盤となる「福祉のまちづくり」を推進

しており、「北海道福祉のまちづくり条例」の制定をはじめ、「北海道福祉のまち

づくり賞」の表彰等、様々な取り組みを行っています。 

 今回、北海道福祉のまちづくり賞の受賞者等、福祉のまちづくりに関する各種取

組をパネル等で紹介する北海道福祉のまちづくり展を次のとおり開催します。 

                  記 

 １ 開催期間 

      令和８年２月９日（月）～令和８年２月 13日（金） 

 

 ２ 開催場所 

   後志総合振興局 庁舎１階道民ホール 

参考  

報道解禁 テレビ・ラジオ・インターネット   月   日（ ）    時以降 

新聞   月   日（ ）    刊以降 

■なし 

☐あり  

 

報道（取材）に 

当たってのお願い 

北海道福祉のまちづくり展は、福祉のまちづくりを広く道民に紹介することにより、

福祉のまちづくりの取り組みが、一層、前進することが期待されますので、広く報

道いただけますと幸いです。 

他のクラブとの

同時発表 

■なし 

☐あり（  ） 

担当窓口 

後志総合振興局保健環境部社会福祉課 課長 坂本 聖一 

〒044-8588 北海道虻田郡倶知安町北１条東２丁目 

TEL 0136－23－1931  FAX 0136－22－5846 



 

 
 

 

 

北海道では、平成９年１０月に「北海道福祉のまちづくり条例」を制定し、障がいのある 

人やお年寄り、赤ちゃんを連れた人など、だれもが気軽にまちに出かけ、建物や道路、公園 

などを安全で快適に利用することができる「福祉のまちづくり」を総合的に進めています。 

 

 

福祉のまちづくりを推進するためには、道だけでなく、事業者及び道民が福祉のまちづく 

りの重要性を理解し、積極的に参加、協力していくことが必要であることから、本条例には、 

道、事業者、及び道民の責務などを明らかにしています。 

共に力を合わせ、一体となってみんなにやさしい福祉のまちづくりに取り組みましょう！ 

 

～～～～～～～～～   公公公共共共的的的施施施設設設ののの整整整備備備基基基準準準等等等   ～～～～～～～～～   

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 認定申請のあった公共的施設が整備基準に適合していると認めるときは、認定証を交付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な「福祉のまちづくり」とは･･･ 
公共的な施設のバリアフリー化にととまらず、各種福祉サービスやボランティア

活動の充実などソフト面の取組も含めて、福祉のまちづくりを推進します。 

○ 整備基準（条例第１７条） 

公共的施設の出入口、廊下、階段、エレベ

ーター、トイレ、駐車場、歩道、その他多数の

方が利用する部分について、障がい者、高齢

者等が円滑に利用できるような基準のこと。 

○ 整備基準の遵守（条例第１８条） 

公共的施設を所有又は管理する方は、上記

の整備基準に適合させるよう努めなければ

なりません。 

○ 新築等の届出（条例第１９条） 

  公共的施設の新築や改築等の整備をしよう

とする方は、事前にその内容の届出が必要

です。 

※ 整備の対象となる公共的施設 

病院、百貨店、ホテル、飲食店、学校、共同

住宅、道路、公園、その他の多数の方の利用

に供する施設が対象となります。 

整備基準(抜粋)；建築物 

○ 車いす使用者用駐車場の設置数は、次のとおりとします。 

・全駐車台数が200台以下の場合：（全駐車台数×1/50）     以上 

・全駐車台数が200台超えの場合：（全駐車台数×1/100）＋ 2    以上 

○ 車いす使用者駐車場は、建物の出入口に近い部分設けるとともに、屋根を設けるなど 

積雪や通路の凍結に配慮した構造とします。 

○ 幅は３５０㎝以上とし、車いす使用者用である旨を積雪等に配慮した方法により表示 

します 

○ 敷地内の通路は滑りにくいものとし、幅は１８０㎝以上とします。 なお、高低差が 

ある場合は、傾斜路を設けます。 

駐
車
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《 問い合わせ先 》    北海道庁：保健福祉部福祉局地域福祉課企画調整係  

                     〒０６０－８５８８ 札幌市中央区北３条西６丁目  

                     ＴＥＬ ０１１－２３１－４１１１（内線２５－６１３） 

                     ＦＡＸ ０１１－２３２－４０７０  

敷
地
内
通
路 

○ 敷地内の通路は滑りにくいものとし、幅は１８０㎝以上とします。 なお、高低差が 

ある場合は、傾斜路を設けます。 

○ 案内表示板を設ける場合は、積雪等に配慮した高さとします。 

出
入
口 

○ 直接地上に通ずる出入口の幅は１２０㎝以上、それ以外の出入口の幅は９０㎝以上と 

します。 

○ 戸を設ける場合は、自動ドアか、障害のある人やお年寄りなどが開閉しやすいものとし、 

かつ、戸の前後に高低差がなく開閉時に廊下等に突出しない構造とします。 

○ 視覚障がい者等の衝突を防止するための措置を講じます。 

階
段
・廊
下 

○ 階段の幅は、原則として１５０㎝以上とします。 

○ 階段の蹴上は１６㎝以下、踏面は３０㎝以上、蹴込は２㎝以下とします。 

○ 両側に手すりを設け、端部付近及び必要な箇所に点字表示を行うとともに、端部が突出 

しない構造とします。 

○ 階段の上段及び下段に近接する踊り場の部分には、原則、注意喚起用床材を設けます。 

    注意喚起床材；点字ブロック 

○ 多数の人が利用する居室等に至る廊下の幅は、原則として１８０㎝以上とします。 

エ
レ
ベ
ー
タ

ー ○ カゴ及び昇降路の出入口の幅は、それぞれ内法を９０㎝以上とします。 

○ カゴの構造は、奥行きを１３５㎝以上、床面積を２．０９㎡以上とし、内部に手すりを 

設けます。 

○ カゴ及び昇降ロビーの制御装置は、車いす使用者が利用しやすい位置に設けます。 

○ カゴの内部には、カゴが到着する階や、出入口の戸の開閉を音声により知らせる装置を 

設けます。 

○ 昇降ロビーは、幅及び奥行きを各１８０㎝以上とします。 

車
い
す
使
用
者
用
ト
イ
レ 

○ 多数の者が利用するトイレが設けられている階の車いす使用者用便房の数は次のとおり

とします。 (男子用・女子用の区分があるときは、それぞれのトイレ) 

・便房の総数が200以下の場合：（全便房数×1/50）     以上 

・便房の総数が200超えの場合：（全便房数×1/100）＋ 2    以上 

○ 車いす使用者用便房の出入口の幅は、９０㎝以上とします。 

○ 車いす使用者用便房の洗浄装置は、靴べら式、光感知式など操作の簡単なものにします。 

○ 車いす使用者用便房には、非常用の呼出装置を設けます。 

○ 必要に応じ、人工肛門や人工ぼうこうを使用している人が、パウチやしびんを洗浄できる

水洗器具等を設けます。 

○ 多機能便房の出入口には、見やすい方法により多機能便房である旨の表示を行います。 

    ※ 車いす・オストメイト・乳幼児等の表示 

案
内
設
備 

○ 道等から案内設備までの経路のうち１以上は、点字ブロック又は音声誘導装置など、 

視覚障がいのある人を誘導できる設備を設けます。 

○ 案内標示板を設ける場合は、高さや文字の大きさ等に配慮し、必要に応じ点字表示を 

行います。 

○ 建物全体の案内標示板には、非常口を明示します。 





                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度 北海道福祉のまちづくり賞
（公共的施設部門）

所有者：社会福祉法人 室蘭言泉学園
設計者：有限会社 はんざき建築事務所
所在地：室蘭市母恋南町２丁目２２番１号

昇降機能付きテーブル

コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ
は ー も に ー

受賞者の声
この度の受賞にあたりましては選考委員会の方々をはじめ関係各位の

ご尽力に心から厚くお礼申し上げます。施設を利用する障がい者、職員、
地域の方が笑顔いっぱいで活動できる場所として、成長させていきたいと
思っております。

【明るい陽ざしの中で地域交流と社会的支援の輪が広がる新しい拠点】

段差がほぼなくシンプルな平面構成と動線の施設で、トイレ、手洗い場、
浴室などが建物中心に位置しているため、どこからも近くわかりやすい福祉
的配慮があり、建物の出入口にはゆるやかなスロープにより移動の安全性が
確保されており、災害時の避難場所としても対応できる。
大きな窓から日差しが注ぐイベントホールやテーブルの高さが変えられる

カフェがあり、地域密着型のコミュニティとしての地域住民の交流の場や
障がい者への理解と支援の輪が広がることが期待される施設。

トイレ内呼出ボタン等イベントホール



令和７年度 北海道福祉のまちづくり賞
（活動部門）

所在地：上磯郡木古内町字本町 1 5 0番地１

雪かき・雪下ろし活動

受賞者の声
この度は素晴らしい賞をいただき、心から感謝いたします。住民同士が

支え合う活動の有償ボランティアが、活動者・ご協力者の支援により
少しずつ町に広がっています。今後も「わんつか」な活動を継続して
いきます。

社 会 福 祉 法 人
木 古 内 町 社 会 福 祉 協 議 会
ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー
有 償 ボ ラ ン テ ィ ア
「 わ ん つ か 」

【生活の「わんつか」な困りごとを手助けするボランティア】

「ご近所付き合い」が減り、地域の助け合いが減ったことから、雪かきや
草刈りなどの「わんつか（「少し」の方言）」な困りごとに、住民の多世代
からなるボランティア活動者が「わんつか」な手助けをすることで、地域
住民の支え合い活動による社会参加を促す活動。
謝礼に町内商品券を配付するという点で地域活性化につながっていることや、

無償では頼みにくい住民の困りごとに対して、上手に仲介して住民同士の
支え合いの輪として広げていることが高く評価された。

高齢者サロンでの活動複数人での草刈り活動



令和７年度 北海道福祉のまちづくり賞
（活動部門）

所在地：虻田郡京極町字京極２２３番地

サロン活動（編み物）

特 定 非 営 利 活 動 法 人
き ょ う ・ こ こ

受賞者の声
地域の人たちが互いに支え合う仕組みを築いてきた活動に、このような賞を

頂き大変光栄です。今後も制度のはざまに寄り添い、誰もが安心して
暮らせる地域づくりに力を尽くしてまいります。

【福祉の拠点を目指した住民の住民による住民のための支え合い】

「支えあいステーション」という、支える人・支えられる人の区別がない仕組みで、
会員同士が柔軟に支援しあう活動を実施しているほか、子どもは無料の食堂を開催
することで居場所づくりの取組なども実施。
町民が「我が事」として意識することを目指し、子どもの居場所づくりや地域の

孤立高齢者など、様々な課題を解決するための工夫された取組であり、平成30年から
地域住民が主体となり取組を継続している点から、他の地域のモデルとなり得る
自立性のある活動として高く評価された。

子ども食堂草刈りの支え合い活動



令和７年度 北海道福祉のまちづくり賞
（活動部門）

所在地：札幌市南区芸術の森１丁目

地域の小学生等による出店

八 百 カ フ ェ
学 生 実 行 委 員 会

受賞者の声
この度はこのような賞をいただき、大変光栄に存じます。これまで活動を

支えてくださった先輩や先生方、地域の皆さまのおかげだと感じております。
今後も、誰もが楽しめる八百カフェを支えてまいります。

【老若男女の参加によるソーシャルキャピタルの醸成を目指したマルシェ】

コロナ禍で地域活動が縮小する中でも、大学生と地域住民の交流拠点として始ま
り、地域の中で支え合うケアコミュニティの形成などを目標に、高齢者、障がい者、
学生、地域住民の誰もが楽しみながら運営できるマルシェを開催することで、参加
者の自立とウェルビーイングを促す活動。
来場者も出展者も楽しめるように学生の柔軟なアイデアを活かし、また、医療分

野・福祉分野の視点を取り入れた点が、住民への波及性、将来性に優れた取組とし
て高く評価された。

札幌市立大学看護学部の
健康測定・相談ステージパフォーマンス

や

※ソーシャルキャピタル：社会的ネットワーク及びそこから生じる互酬性と信頼性の規範

お



車いすの方は車の乗り降りに
広いスペースが必要です
車いすの方は車の乗り降りに
広いスペースが必要です

このマークの駐車場への
迷惑駐車はやめましょう

車いすマークの幅の広い駐車場は、車いすを使う方などのため
にあります。この駐車場を本当に必要としている人がいつでも
使えるよう、適正な利用をお願いします！


